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日本産 Poria 属の腐朽菌 (1) 

Kiyowo AOSUnI.A: Wood-rotting Porla from Japan (1). 

農林技官 青 島清雄

緒 .主主

E司

日本産 Poria 属菌は安田氏により 11 種が報告されている。本属の菌類は全背岩イ主である

ために種を区別する特徴が比較的少しその分類は各国の学者から困難視されている。北米の

BAXTER 氏(1926一一)は培養上の諸佐賀を重視して Porz'a 属菌の分類学的研究に従事し

ているが，培養的佐賀は形態的特徴。極めて少いグループの側々のものを明瞭に区別し得る場

合もあるりで，筆者も可能な限り埼養を行って検討した。

此所には前記安田氏によって記されなかった 6 種。本属菌について報告する。とれらの 6 種

のうちには針葉樹の生立樹幹に生じて著しい時朽を起すもの，欧米で建築材に生じてその被害

は忽に出来ないと報告されているものも存在する。本研究に対し，御指導，御鞭捷を賜った林

業試験場保護部長今関六也氏に深甚の謝意を去する。

色名に関しては東京営林局編「林業試験期箆調査刑椋準色名 j に従った。

( 1) Poria xantha (FR.) COOKE, Grev i11ea, 14: 112 (1886) 

BAXTEH, Pap. Mich. Acad. Sci., Arts, Lett. , 21 : 257 (1936) 

LOWE, Tech. Pub. N. Y.St.Coll. Forest., 65: 34-35 (1946) 
CUNNIXGHA)r, Bull. Dept. Sci. Ind. Res. Plant Dis. Div., 72 : 21-22 (1947) 

Syn. Poria calcea var. xantha (LIND.) BOUllD. et GAIム， Hymen. France, 

p. 675 (1927) 

子実体は 1 年生で，広く材固に拡がり， 1m 以上に速する場合がある。 j享さは 1~3mm ，

白色乃至は黄白色，管孔の内岡は黄白色が強く，乾くに従ひ時に多数の亀裂を生じ，チョ{ク

質に変やる。鞍は 1-2mm の不実の居があり， 株網の巣状乃至は粉毛状， 子実居托は実質

と同質，チョーク :t1t， ー!晋，厚さは 1mm 程度， 管孔は柏ノセ角ばり lmm I乙 5~7 例存在

する。 “白黄桂一葉子色"乃至は“淡黄控ー責ヱf-色"。 実質は厚さ 1~2mm ， 味l土苦い。

Basidium は 9-10x5μ ， Cystidium は存在しない。 Spore は腸詰型，無色，平滑，大きさ

4~6x 1. 5μ。

和名:チョークアナタケ(新称〕

分布:欧訪1'1，北米，カナダ 2 ユユ{ジーランド及び、日本(本ナト\)

資料:静岡県安倍郡大川村，モミ枯倒枝t幹上， 30- 1Il -1950，青島 (F2145) ; 山梨県南部
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留~t日 1時沢村，コメツガ切株上， 7 -\'1[ -1950，土岐(F214G) 

材質腐相性:木菌は針葉樹の褐色朽を基囚し，侵された材は失第に賞制色の色調をiT7 し，過

度に附朽の遊んだものは虫干巣状の外観を示し，極めて脆くなる。帯紘の形成は見られない。

BLAm (2) によればカナダで、は工場の屋根材が本苗に佼され，大きな被害を受け， DA川1γ，下Iト. 

D凶R向O閃N ， Lo側MB臥AH叩tリω]) 及ぴ Hm則vリ'1' (6) はボ{ト材の腐腐.朽がオ本4由苗.によるととを i最走近明かにしたが，

CAHT\明市川1日\\'1口，'1日n羽G1山I凡T可及ぴ、 Fl凹NDJ.AY (5) は英国で

を受けるととを記している。本菌が森林内で、主十葉樹の丸太，切株等を防朽させるととは BAX'l'EIも

も述べてj3 � ，我国でもモミの丸太及びコメッカeの切株で;>'!'/11 されたが， 果して我国でも欧米

に沿けるように建築材の時朽を起しているか否かは今後の調査にまたねばならない。

培養上の性質:本菌は子実体の内部の組織から比較的容易に分離し得たが， J，~鈴薯 ñrî汁寒

天埼養基上に於ては菌糸の生長は辿かで，空中菌糸は少し菌叢はおii毛状で，厚さは場所によ

って直しく具九時に品腕状の厚い菌糸の集りを生歩るが，これらは次第に厚さを増し，子実

肢を形成するに至る。 荏i叢は最初は白色であるが，次第に淡黄色を現わして来る。 菌糸は無

色，多数。 Clamp-connection を有する。 BAX'l'lm は北米産のものには子実体の組織rf~の菌糸

には Clamp-connection は見られないと述べ， Cl・NNIXG1LDl はスウェーデン産のものもニュー

ジーランド産のものも子実体の組織 rft ，亡多数。 Clamp-connection を千了すると云っている。筆

者の検した日本産の 2111i1休では， Clamp-connection は子実体には見られなかったが，培養菌

糸には多数を有してゐり (Fig_ 3) , B.n 'l'EH, CUNK1NGlfAM の観察の注ひは根本的なものとは
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Fig. 3 Poria xantha の Clamp.connection (培養菌糸)

三 J

思われない。厚映胞子は屡々現われるが (Fig. 2) ，比較的膜が薄い。 子実j菅は均養後 1 ヶ月

位で形成される。 BAVENDAMM 氏反店は陰性である。

( 2) Poria subacida (PECK) SACC., Syll. Fung., 6 : 325 (1888) 

OVBRI主OLTS， N. Y. S. Mus. Bull., 205ー206 : 111 (1918) 

BAXTER, Pa. Mich. Acad. Sci., Arts, Lett., 20 : 237 (1935) 

LOWE, N. Y. S. ColI. Forestry, Syracuse Univ., Tech. Pub., 65: 22 (1946) 

子実体は 1 年生， 1m 以上に亙って基物に拡がる。厚さは 3mm 程度，革質， クリーム色

から黄金色を呈する。諜は最初不実，後に管孔を生やる。不実部はも比制な粉毛を帯びる。 “i先

黄桂一文千色"乃至“白黄桂一寅平色"， 子実居托は実質と同質，革質，長さ 3mm 程度p

管孔は“白葉控 黄王子色"乃至は“控寅一概千色"，類円形で乾燥すると角ぽる。 1mmに 3~

5個存在する。壁は極めて薄い。実質は厚さ 0.3-0.8mm 程度，緑の色と同色，菌糸の細胞

外に八面体の結晶が多数存在する。 Basidium は 10--12x 6--8μ ， Cystidium は存在しない。

Spore は類円形，無色， 1 つの Apiculus を有する。大きさ 4--6x 3--5μ。内に 1-2 仰の

油滴を有する。 CFig. 4) 

和名:キンイロアナタケ〔新称、1

分布:北米，カナダ及び、日本(北海道・本州1

費料:北海道空知郡山部村，クロヱゾマツ生立木根部， 30-])( -1947，青島(F2135); 同

宮良明・村，アカエゾマツ生立木根部， 3-lX -1948，青島 C F2134); 山梨県南都留郡鳴沢村，

コメツガ枯倒木根部， 20-V -1950 ，青島(F2137); 山梨県南都留郡鳴沢村，コメツガ枯倒
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Fig. 4 Poria subacida の Spores

ミ

木根部， 8-\'1[ -1950，土岐( F2139); 山梨県南部資郡鳴沢村，シラベ枯倒木根部， 20- \1-

1 50，青島( F2136); 山梨県富士吉田町，カラマツ枯倒木根部， 3-W-1950，小野(F2138) 

西門・三橋・中山氏(10) はシヒタケの栂木に使用したシデの害菌として Poria suba稘a 

(PECK) SACC. を報告されているが，氏等の記載された胞子の形，大きさが異っているので本

国とは別種でるると忠われる。

腐将及び被害賦況:本Ëtîは北米及び、カナダで針葉樹生立木のtll訪日時朽菌として恐れられてい

るが， Mc CALLÛ l (9) は Abies balsameus の， Bnm, FOSTER 及び SALISBURY (1) は

Picea sz"tchensis の， BUCKI,AND (3) は Thuja pUcata の何れも根部宵朽を起し，恐るべき

被害を与えていると報告している。 BAXTER (1. c.) によれば本菌は北米各州で 39 種類の針葉

樹の寓朽を起しているつ我国でも亜寒帯林の針葉樹の根部開朽菌として，大き友被害を与えて沿

り，北海道のエゾマツ (Pz"cea jezoensis) 及びアカエゾマツ (Picea GlehnU) はしばしば木

菌により被害を受けている。本州中部高地帯。コメツガ (Tsuga diverszJolia) ，シラペ(Abz"es

Vez"tchU) ， カラマツ (Larz"x KaemPfer#) の被害も軽視tfl来ない。 我国に於て上記生立木

の根部心材開朽菌として従来から最も広〈知られているものにカイメンタケ (Phaeolus

Schwez"nitziì) があるが，カイメンタケは全くの心材腐朽菌で， brown cubical rot をゐとす

が，本菌は心材，辺材を聞はす、同様に腐朽を起し，且白色朽であるから，カイメンタケの被害

とは区別出来る。本菌に侵された時朽材はその初期から年協が 1 つ 1 つ制れる特殊な性状を現

わし，腐朽が初々進んで、来ると白色の部分が所々に現出し，更に腐朽が進展すると水に浸した

繊維状となり，極めて軽<， Mc CA1~LUl\[ (1. c.) も述べたように，恰も烏の材状となる。 帯

線の形成は見られない。時朽は根部から樹幹に通常 3--5m 位拡がるが， 1;占倒後は枝にまで寓

朽が進む場合も稀ではない。とれらの使された樹i持は風修J]V原因となる。 IMT使入はカイメンタ

ケの場合と同様に大部分根から侵入するものと思われる。

主雲養上の性質:コメツガ及びシラペの腐朽材から分離を行ったが，馬鈴薯寒天培養基上では
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菌糸は薄(，綿毛状乃至は毛皮状で，生長は比較的速かでるる。最初白色であるが，後i亡黄色

味を増す。菌糸には Clamp-connection がある。菌糸の巾は1.5-6μ，他に特徴のある型の

菌糸は現われない。 BAVENDAlIfl\1氏反応は陽性である。

( 3) Poria eupora (KARf'T.) COOKE, GreviIlea, 14: 110 (1886) 

BOURD. & GaIz., Hym. France, p. 678 (1927) 
CUNNINGHA lIf , Dept. Sci. Ind. Res. , Plant Dis. Div. Bull., 72 : 28-29 (1947) 

Lmn;, N.Y.S. CoIl. Forest., Syracuse Univ. Tech. Pub., 65: 26-27 (1946) 

OVERHOLTf', N. Y.S. Mus. Bull., 205-206 : 71 (1918) 

Syn. Porla attenuata (PECK) COOKE, Grevil1ea, 14 : 110 (1886) 

子実休は 1 年生で，円形島腕状の塊として基物下面に現われ， 20cm 程度に拡がる。材から

制離し易(，革質乃至はコルク質，鞍は白色でイミ実，比較的狭(，粉毛状，子実居托は実質と

同質， "IJJL色"乃至“柿色"，革質，柏々隈質， I享さ 0.5mm 程度，管孔は円形乃至多角形，

1mm に 5~7 伺存在する。子実}音托と同色っ実質は厚さ 0.3~0.7mm 程度，子実!膏托と同

色っ Basidium は rþ 5-6μっ Cystidium は多数仔在し，恭部から尖端に至る迄結品のH去を被む

り，基部或は大部分は子実涯に埋没する。 40x8μ 程度。 Spore は無色，平洋~，楕円形， 3~ 

5x2~3μ。 (Fig. 5) 

和名:ニクイロアナタケ(新称)

分布:欧洲，北米，エユージーランド及び日本(本州)

資料:千葉県、清澄山，シキミ枯枝上， 16-lV -1950，横田(F2144) 

材質腐汚性:本菌は欧米を通じ，広く分宿している種間で， i問葉樹D白色朽を沿とすが，被

害θ甚しい例!ま未だ聞かない。与え国に於ても害菌としては注目すべきものではないと忠われ

る。

Fig. 5 Poria elφ0グa の Spores と Cystidium

θ 
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( 4 ) Fuscoporia prunicola (MUH.R.) AOSnIMA. comb. nov. 

Syn. Por� prunz"cola (MUlm.) SACC. et THVf'J'., Syll. Fllng., 21 : 331 (1912) 

BAXTER, Pap. Mich. Acad. Sci., Arts, Lett., 19 : 326 (1934) 

LOWE, N.Y.S. Coll. Forest., Tech. Pllb. , 65: 81-82 (1946) 

Fomz"ti�orz"a 1うrunù:ola M UltR., N. Amer. Flora, 9 : 9 (1907) 

子実体は多年生で広〈丸太の下面，或いは生立木の樹}~~:;~乙拡がり， 50cm 以上に建する。厚

さは 3-20mm，或いはそれ以上，黄褐色，乾燥に従ひ組裂を生やる。縁は不実ú_)1奇があり，

2-4mm 程度，綿毛状。 子実唐托はコルク質乃玉木質，多!任，各}廷は 2-4mm 程度“濃寅

一者槌色"乃至“濃控一葉槌色"。 管孔は円形， lmm に 5-6 W，j存布する。 壁は比較的厚

い。“濃桂一黄濁色"乃至は“濃替寅一桂潤色"。実質は 1mm 程度。 Spore は準円形， 4-5

x3-4μ ， Setae は稀であるが存在する。大きさ 5-7x15-20μ。

和名・:チヤサクラアナタケ(新祢)

分布:北米及び日本(本州、1)

資料:神奈川県箱根，サクラ(樹種不明)の枯校 L 16-V -1948，寺本( F2140); 静岡県

天城山，サクラ(積極不明)の枯枝上， 20- \1 -1949，寺本(F2141); 山梨県南都留郡i鳴沢

村，フジザクラの枯幹上， 20-ll-1950，青島( F2142); ハンノキ(悩租不明〕の枯倒木上3

29-V -1950，青島 (F2143)

本菌は三たに記す Fuscoporia laevz"gata と形態的に組めて類似して沿り， LO¥¥"E (1. c.) は

同一種として取扱っている。 F.ρrunìcola は Prunus 属の樹木に生じ，子実屠に存在する剛

毛休が稀であるに反し， F .laevz"gata は Betula 尉の樹木に生じ，剛毛休が多い点で相異が見

出されるが3 とれらの泣いは極めて不安定たもりである。 BAX'1'EH (1. c.) は培養的性質から

両者-の泣いを指摘しているが，筆者も日本産の両菌について培養を束ねて両菌を検討した。

塔養よ￠性質及び Fuscoporz"a laevz"gata との相異:木菌は子実休心内部の組織及び腐朽材

から存易に純粋堵養を得られるが，芸員:験に使用した菌系は Table T 及び Table n IL示す

如くであるの

とれらの菌糸をペトリ肌法によってJ!J鈴事選天町養J左上に 25CC で増設し，菌糸の生長の遅

速，菌叢の色を比較した結果は第 E 去の如くである。(両菌菌糸の発育はいづれも 25CC 目指丘

Culture 
No. 

0509 

0510 

0514 

0523 

Table 1 Cllltllre strains of Fusco�oria 1うrunzcola

Host 

Prunus s�. 

P. s�. 

P. incisa 

I Alnus sp. 

下iιce of…下山lity ~.-I 一一 一
Decayed wood I Kanagawa �ref. I May 1948 

do. I Shizuoka pref. June 1949 

do. 

S�orophore 

Yamanashi pref. 

Yamanashi pref. 

Feb. 1950 

June 1950 
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Table II Culture strains of Fuscoρoda laevz"gata 

Culture 
No. 一st!s…ω抗ion Locality Date 

1 

Betula Ermanii 
Decayed wood 

Sporophore 

0143 

0139 

0116 

do. 
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Table III Cultural characteristics of Fusco�orz"a �run�;ola and F. laevigata 
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がi車問しである〕。去によって I閃か友如く ， F. ρrunzcola は F.laevz"'gata より生長は遅<. 色

は前者が ürange の色調が強いのに反し，後者は Brown の色調である。 BAXTlm (1. c.) が

北米産の 2 者について得た知見は筆者の日本産のものに於けると金〈同様で、まうり，明かに 2 者

は別極であると思われる。

腐有性及び被害蹴況: Campbell 及び DAVI出ON (7) は本菌が PENNSYLVANTA 州で Black

cherry CPrunus serotlna) の重要な1留朽菌でるると報告しているが，我国では未だか L る大

きな被害は見られない。

本市に侵ーされた材は典型的な白色朽を基因するが，腐朽材の切断固 1-c 1jきでは屡々着色，f1i糸0

存在により寅補色になる。帯紘は褐色の細い棋として現われるが，比較的例が少い。

(5) Fuscoporia laevigata (FR.) Cm,NrNGHAM, Dept. Sci. Ind. Res., Plant Dis. 
Div_ Bull., 73 : 9 (1948) 

Syn. Fomes z"gniarz"us var. laevigatus (FR.) ÜVERH., BAX'l'ER in Pap. Mich_ 
Acad. Sci., Arts, Lett., 19 : 313 (1934) 

Porz"a laevigata (FR.) COOKE, LOWE in N. Y.S. Col1. Forest. Tech. Pub., 
65 : 82 (1946) 

FomZÏ争orella betuUna MURn.., N. Amer. Flora, 9 : 12 (1907) 

PhelUnus laevz"gat� (Fn..) BOURD. et GALZ., Hym. France, p. 624 (1928) 

子実体は多年生，広く丸太の下面に拡がり， 1m 以上に達する。厚さは 3~10mm 程度，

責褐色，縁は不実の唐があり，巾 1-2mm，粉毛状，“濃黄一樫摺色"乃至“控黄一桂濁色"。
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子実!ぽ托は水質， 多居， 1 暦は 2~4mm 程度，“濃倍賞一位槌色"。 管孔は円形， 1mm に

4-6 佃存在する。 壁は比較的厚い。“情寅一控色"乃至“暗桂一黄色"0 Setae は多数存在

し，大きさ 4-5x lO~20μ。

分布: I茨洲，北米，涼洲，ニュージーラン r ，シベリヤ及び、日本(北海道・本ナ1'1)

資料:北海道空知郡上宮良野村， ダケカンパ枯倒防J斡上， 30-\1lI -1948，青島(F2152); 

北海道空知郡山部村，ウグイカンパ枯倒樹幹上， 5-IX-1948，青島;長野県下伊那郡大鹿村，

グケカンパ布li倒位:同[~J二， 2-Vlll-1950，青島 (F2149); 25-\'ll-1947，青島(F2148); 静岡

県川智郡水控Illf，グケカンパ1:~í幹上， 29-IX -1948 ，青島( F2150); 静岡県周智郡上川根付，

グケカンパ枯ì:Î~~J-. , 25ー咽 1948，青島( F2154); 阿島県信犬1m土湯村，グケカンパ枯幹上，

30-X -1948，青島( F2158); 埼玉県秩父郡大滝村，グケカンパ枯幹上， 20-X -1947 , 青

島(F2151) 

ヨド置、iは Phellinus igni・'arùes (FR.) QUÉL・に極めて類似してむり， RQ:I!ELL (12) は 20 年

以上の野外観察にもか L わらすコ ， F. laevigata と P. z"gnz'arius との異同に関する結論は述ぺ

てゐらや LOWE (1. c.) は PhelUnus z"gnz'arües の背着性:7) 1 型として取扱っている。

BAX'l'ER (1. c,), NOJ主JÆS (11) は培養上の性質から 2 :;.<;~を比較しているが，筆者は Phellinus

igniarius 3 系統と Fuscoþoria laevz"gata の 3 系統を比較して検汁した。 Fuscoρoria

laevz'gata の分離似は Table n に示した如くで ， PhelUnus z"gniarius の分離ゅ!iiは Table

lVに示す。

Table lV Culture strains of Phellinus z"gniarz'us 

Culture 
No. 

Host iIs…ぱ山O

i … wo∞od 
SpJrophore 

I do 

Locality Dat巴

commums 

Yamabe, Hokkｭ
aido pref. 

Nagano pref. 

Yatsugatake , 
Nagano pref. 

Sep. 1947 

Aug. 1948 

Oct. . 1947 

Alnus sp. 0141 

0140 

0148 

I Betula EY1河anii

Betula sp. 

Table V Mycelial growth and color of F. laevigata and PhelUnus 

igniarz'us on potato.缶詰rose agar 

にDiameter of mat two weeks I ~"L~'U-"-' ~~ ::.~" "..~ .:":--"~ I Color of mat 2 months after 
Fungi 同f句r inoculati~n on p肝阿3坑t匂aω- , I ì知no配こコ川u由1

卜d化b町X対tros記氾 a暗ga訂r (作av刊er悶ag伊P吋) (mm) I 

回43 I 42 “Cinnamo町ぱ0由" to “ Hazel" 

0148 

a
u
n
H
J
0
0
8

佳

n
v

o
a
q
a
n
δ

。
δ
q
δ

~ (“Pale ochraceous・ buff" to 
l “Ochraceüt貯tawny"
f “ Antimony-yelIow" to “ Clay 
1 color" 
「“Pale ochraceous・salmon" to 
!いHazel"
「“Buckthorn brown" to “ Mars 
1¥ brown" 
I r “ Antimony.yelIow" to 
:1.“ Ochraceous司ta\\rny"

Fuscoporia laevigata i 0139 

0116 

0141 

P hellinus igniarius i 0140 
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第V 表に示す如<，両者の差異はほとんど見られないので，筆者は Fuscoþoria laevigata 

を Phellz"nus i'gnz'arius の背着性のー型として取扱いたい。

腐有及び被害拭況:本菌は北海道及び本チl'ドド部高地から北方に亙って広〈分布してゐり，ダ

ケカンパ， ウグイカンパの重要な腐朽菌である。 MAYH (11) はドイツに於てカパ類の樹木

を， CAMl'IlELJ，及び Dxv官SON (4) は北米の北部地方の Yel10w birch (Betula lutea) の生

立木が犬々大きな被害を受けていると報告しているが，筆者の現在迄の調査では我国では未だ

生立木ο重要な害菌であるとは思われない。本菌に侵された材は典型的な白色朽を起し，屡々

着色菌糸のために斉摘色に変やる場合がある。帯棋は細い黒褐色の線として屡々現われるがp

本菌菌糸り特殊な組織から成っている。

( 6) Poria (Fuscoporia) tsugina (乱1URR.) SACC. et TROTT., Syl1. Fuロg. ， 21 : 332 

BAXTl'R, Pap. Mich. Acad. Sci.; Arts, Lett. 19 : 328 (1934) 

LOWE, N. Y.S. Col1. Forest., Syracuse Univ. Tech. Pub., 65: �7 (1946) ; 

L1oydia, 11 : 168 (1948) 

子実体は多年生，広〈基物商に拡がり， εOcm 以上に出する場合もある。厚さ 1~10mm ，

或いはそれ以上。黄緑色乃至黄褐色。犠は不実の!音があり，粉毛状， “町1黄桂一葉槌色"乃至

“淡支柱一策槌色"。子実居托は木質，多皆， 1 居は 2~3mm 程度，“校一黄千色"。管孔は

円形， 1mm に 5~7 1日i存在する。 “浪貫一陸予色" }J至“濃桂一葉槌色"実質は 1mm 程

度。 Spore は円形乃至準円形， 5~8μ。 Setae は存在しない。

本菌はB.~XTER (1. c.) , OVERHOLT;; (1. c.) , LOWE (1. c.) 等により Phellz"nus Hartigii 

(ALLESCH.) brAZEKI (モミサルノコシカケ)の単なる背着性ο1型と見{枕されてむに筆者

も Phellz"nus Hart�'git" ~C便されたトドマツ，コメツガ等の針葉樹の樹幹に屡々背荒性の木菌

の子実体が生じているのを目撃する。明かに PhelUnus HarUgii の背着して生じたものでる

る。
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Plate 1. 

Plate n. 

(1) 

(2) 

( 3) 

(4) 

(1) 

EXPLANATION OF PLATES 

Fruiting-body of Poria xantha (Fn..) COOKE (x 1.5) 

Fruiting-body.of Por� eu�ora (KAHS'I'.) COOKE (x 1. 5) 

Fruiting,body of Fuscoρorùz ρrunù:ola (乱1Un.R). AOSHIMA, comb. 

nov. (x 1.5) 

Frlliting剛body of F必coρort'a laevt'gata (Fn.) CUNNINGHAM (x 1.5) 

Prostrate trllnk of Tsuga dt'verstfolia attacked by Poria subacz"da 

(Pr';CK) SACC. 

(2.) Fruiting-body of Poria .subadda (PECK) SACC. (x 1.5) 

(3) Decayed wood of Abies VetﾏchU attacked by Poria subacida 

(PECK) SAOC. 

( x 1/2) 
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SUMMARY 

The writer here reports six species of wood町rotting Porz"a unlmown in Japan. 

( 1 ). Porz"a xantha (FR.) Coon: is widely distributed in the coniferous 

forests and causes the decay of woods such as “ Momi" (Abies firma) and 

“ Kometsuga" (Tsuga divers z"folia) , but it is not yet known whether this species 

plays important parts in decaying building timbers as reported in Europe and 

Canada or not. Through his observations that no c1amp-connections were 

observed in the tramaI mycelia of the fruiting・bodies but numerous clamps were 

recognized in the mycelia cultured on agar media, the writer points out that 

the di百

( 2 ). Poria subadda (P ECK) SACC. is widely found in the Honshu and the 

Hokkaido districts and causes a stringy butt rot of “ Ezomatsu" (Picea jezoensis) 

and “Akaezomatsu" (P. Glehnz�) which are the most valuable species of forest 

trees in Hokkaido. In Honshu,“Kometsuga" (Tsuga diversグolz"a) , Shirabe (Abies 

Vez�iz") and “ Karamatsu" (Larix Kaempferz"z") are seriously dam�.ged in forests 

of the high mountain region. 

(3). Porz"a euρora (KAHS'f.) COOKE causes a white rot of broad.司leaved tr己es，

but the damage is sIight in Japan. 

(4). FuscoJうoria prunicola (Mmm.) AOSHIìlIA, comb. nov. is widely found in 

Honshu and causes a white rot of forest trees belonging to the gξnus Prunus 

and the genus Alnus. The difference of the culturaI characteristics (Tab!e 111) 

has been ascertained by the writer that Fuscoρoria prunico!a and Fusco�ort"a 

laevt"gata are not same as BAX'fER suggested in examining the AmeIセ呂n materiaIs. 

(5). Fusco.ρoria laevigata (FR.) CUXNIXGHA:¥! causes an important trunk rot 

of “ Dakekamba" (Betula Ermanz'z' communzs) and “ Udaikamba" (B. Maximow.. 

t"czt"ana) in Japan. Fruiting bodies are usualIy found on the underside of the 

prostrate trunk of birch trees. Among the culturaI characteristics the writer 

can not find out any differences between this fungus and Phellinus z"gniart"us 

(FR.) QuÉr,. (Table V). 

( 6 ). Porz"a (Fuscoporz"a) isug�a (Mnm.) SACC. et TROfT. is widely distributed 

in the coniferous forests in Japan, and causes the white sap rot of !iving 

conifers such as “ Todomatsu" (Ahies Mayriana) , “ Tsuga" (Tsuga Sieboldi�") and 

“ Kometsuga" (Tsuga diversifoUa). The writer is of the same opinion that this 

fungus is merely a resupinate form of PhelUnus Hartz"gN (ALLESCH.) hL\7, EK! as 

American mycologists have proved. 
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Plate n 

(1) Poria subacida (PECK) SACι. の侵害た受げれコメッカ舎の仙笹11木

( 111 梨県南都留郡鳴沢村)

(2 ) アカエグマ >;1 1 こ生 C1二 (3) Poria subacida (PECK) SAιC. 

Poria subacida (PぉιK) SACC. に侵害されれシラベの腐朽材

の子実体 (x 1. 5) (上(:t腐朽の中期，下(:t末期)(X 1/2)


